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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コントローラが、コンベアの２つのリンク同士の間の開口を感知することによって前記
コンベアが特定の物理的位置にあると判断するステップと、
　前記コンベアが前記特定の物理的位置にあるとの判断に基づいて、前記コントローラが
前記コンベアから少なくとも１つの光学パラメータに関するデータを収集するステップで
あって、前記少なくとも１つの光学パラメータは、前記コンベアの部分の少なくとも１つ
の色組成、又は前記コンベアの部分のグレースケール強度を含む、収集するステップと、
　前記収集したデータを前記少なくとも１つの光学パラメータに関する基準データと比較
するステップと、
　前記コントローラが、少なくとも２組のデータに関する基準値同士の間の差が閾値を満
たす場合において前記コンベアが清掃を必要とすると判断するという比較に基づいて前記
コンベアが清掃を必要とするか否かを判断するステップと、
　前記コンベアが清掃を必要とするという判断に基づいて清掃システムを起動するステッ
プまたは使用者に警告を発するステップのうちの少なくとも１つを含み、
　前記清掃システムは、コンベアの一つ以上の部品に湿式または乾式潤滑を与える潤滑装
置である、方法。
【請求項２】
　さらに、前記コントローラが特定の時間量が経過したと判断するステップを含み、
　前記コントローラがデータを収集するステップが、前記コントローラが前記特定の時間
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量が経過したという判断に基づいてデータを収集するステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンベアが特定の数の開口を備え、
　前記コンベアの２つのリンク同士の間の開口を感知することによって前記コンベアが前
記特定の物理的位置にあると前記コントローラが判断するステップが、
　前記コンベアの２つのリンク同士の間の開口を感知するステップと、
　センサが前記特定の数の開口を感知したという判断に基づいて、前記コンベアが特定の
物理的位置にあると前記コントローラが判断するステップとを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記コンベアの２つのリンク同士の間の開口を感知することによって前記コンベアが前
記特定の物理的位置にあると判断するステップが、前記コンベアが特定の距離を回転した
と判断するステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　さらに、
　　　データの収集に基づいてデータ収集カウンタを増加させるステップと、
　　　前記データ収集カウンタが特定の閾値に達したと判断するステップと、
　　　前記データ収集カウンタが前記特定の閾値に達したという判断に基づいて、少なく
とも２組のデータに関する基準値に基づく平均値、最大値、最小値または範囲値のうちの
少なくとも１つを判断するステップと、
　を含み、
　前記基準値に基づいて前記コントローラが清掃を必要とすると判断するステップが、前
記平均値、最大値、最小値または範囲値のうちの少なくとも１つに基づいて、前記コント
ローラが清掃を必要とすると判断するステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　コンベアから少なくとも１つの光学パラメータに関する光学データを、前記コンベアが
特定の物理的位置にあるとの判断に基づいて収集する検出器であって、前記少なくとも１
つの光学パラメータは、前記コンベアの部分の少なくとも１つの色組成、又は前記コンベ
アの部分のグレースケール強度を含む、検出器と、
　前記少なくとも１つの光学パラメータに関する基準データを記憶するメモリと、
　前記コンベアの２つのリンク同士の間の開口を感知することによって前記コンベアが前
記特定の物理的位置にあるときをコントローラが判断し、前記コントローラが前記光学デ
ータを前記基準データと比較し、かつ前記コントローラが、少なくとも２組のデータに関
する基準値同士の間の差が閾値を満たす場合において前記コンベアが清掃を必要とすると
判断するという比較に基づいて前記コンベアが清掃を必要とするか否かを判断するコント
ローラと、
　コンベアの一つ以上の部品に湿式または乾式潤滑を与える潤滑装置である清掃システム
と、を備える、
　システム。
【請求項７】
　さらに、前記コンベアの物理的位置に関するセンサデータを収集するセンサを備え、
　前記コントローラは、前記センサデータに基づいて、前記コンベアが前記特定の物理的
位置にあるときを判断する、
　請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記センサが、誘電性センサ、容量性センサ、光学センサまたは計時センサのうちの少
なくとも１つを備える、
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　請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記検出器がＲＧＢセンサまたはグレースケールセンサのうちの１つを備える、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　コンベアから少なくとも１つの光学パラメータに関する光学データを、前記コンベアが
特定の物理的位置にあるとの判断に基づいて収集するように構成された検出器と、
　前記少なくとも１つの光学パラメータに関する基準データを記憶するメモリと、
　前記コンベアの物理的位置に関するデータを収集するように構成されたセンサと、
　コントローラが、前記センサによって収集されたデータに基づいて前記コンベアが前記
特定の物理的位置にあると判断し、前記コンベアが前記特定の物理的位置にあるとの判断
に基づいて前記光学データを収集する検出器を前記コントローラが制御し、前記コントロ
ーラが、前記収集した光学データを前記基準データと比較し、かつその比較に基づいて前
記コンベアが清掃を必要とするか否かを判断するコントローラと、
　コンベアの一つ以上の部品に湿式または乾式潤滑を与える潤滑装置である清掃システム
と、を備える、
　システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンベアシステムの保守に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンベアシステムは、物品を効率よくかつ効果的に１つの場所から別の場所へ移動する
ために多くの産業において幅広く使用される。コンベアシステムの適切な機能を維持する
には定期的保守が必要である。例えば、複数のチェーンリンクを備える金属コンベアを含
むチェーンコンベアシステムの場合、コンベアシステムの各種部品同士の間の摩擦、例え
ばチェーンリンク同士の間の摩擦の量を減少させるために、適切な潤滑及び清掃が必要で
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　コンベア上の汚れは、コンベアとこれが運搬する積荷との間の擦過及びほこりなどの外
的要因によって発生する。コンベアが常に清掃されていなければ、コンベアシステムの部
品同士の間の摩擦量が増大して、コンベアシステムの効率を低下させるかまたは保守の問
題を引き起こす。さらに、汚れは、コンベアによって運搬される積荷に移るおそれがある
。
【０００４】
　概して、コンベアの清掃スケジュールは、時間を基準としたスケジュールで決められる
。例えば、コンベアは、毎週、２週間毎または月に１回清掃される。または、コンベアは
、オペレータが主観的に判定するときに清掃できる。清掃の頻度は、コンベアによって運
搬される積荷、コンベアの速度、コンベアが運転中の時間量またはコンベアが設置される
環境など１つまたはそれ以上の要因によって決めることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの例において、本開示は、コンベアから少なくとも１つの光学パラメータに関する
データを収集するステップと、前記データを前記少なくとも１つの光学パラメータに関す
る基準データと比較するステップと、比較に基づいてコンベアが清掃を必要とするか否か
を判断するステップとを含む方法に関する。
【０００６】
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　別の例において、本開示は、コンベアから少なくとも１つの光学パラメータに関する光
学データを収集する検出器と、基準データを記憶するメモリと、光学データを基準データ
と比較して、比較に基づいてコンベアが清掃を必要とするか否かを判断するコントローラ
とを備えるシステムに関する。
【０００７】
　本発明の１つまたはそれ以上の実施形態の詳細は、添付図面及び下の説明に示される。
本発明のその他の特徴、目的及び利点は、説明、図面及び特許請求の範囲から明らかにな
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】コンベアが清掃を必要とする時期を判断するコンベア保守システムのブロック図
である。
【図２】コンベアシステムと、コンベアが清掃を必要とする時期を判断する保守システム
を示す概略図である。
【図３】コンベアが清掃を必要とする時期を判断する方法を示す流れ図である。
【図４Ａ】コンベアの内面を示す概略図である。
【図４Ｂ】コンベアの外面を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　概して、開示は、コンベア上の汚れの量に基づいてコンベアが清掃を必要とする時期を
判断する、コンベアシステム用の保守システム及び方法に関する。保守システムは、コン
ベアが特定の閾値を超えて汚れる時期を判断することによってコンベアが清掃を必要とす
る時期を判断する。いくつかの例において、保守システムは、コンベアの位置を感知する
センサと、コンベアの位置に基づいてデータを収集する検出器とを含む。データとしては
、コンベア上の汚れの量に対応する光学パラメータに関するデータが考えられる。他の例
において、センサは、時間経過に関するデータを感知し、検出器は、特定の時間量が経過
したときデータを収集する。保守システムは、また、データを分析して、コンベアが清掃
を必要とするか否かを判断するコントローラを含む。
【００１０】
　図１は、コンベアが清掃を必要とする時期を判断する保守システム８の例を示すブロッ
ク図である。保守システム８は、センサ１０と、コントローラ１２と、検出器１４と、清
掃システム２２と、ユーザーインターフェイス２４とを備える。コントローラ１２はメモ
リ１６を含み、メモリは、参照データモジュール１８と検出データモジュール２０とを含
む。
【００１１】
　いくつかの例において、センサ１０は、コンベアの位置に関するデータを収集する。例
えば、センサ１０は、電磁場または静電場を発して、場におけるコンベアシステムの特定
の部品のセンサ１０に対する近接度の変化を感知する、誘電性または容量性センサを備え
ることができる。別の例において、センサ１０は、コンベアの移動または回転を表すこと
ができるコンベア表面の反射率の変化を検出する光センサ例えば光学遮断器（opto-inter
rupter）を備えることができる。その代わりにまたはそれに加えて、センサ１０は、時間
の経過に関するデータを収集できる。例えば、センサ１０は、時計またはタイマーなど計
時装置を備えることができる。
【００１２】
　コントローラ１２は、センサ１０からデータを受信し、データを分析し、分析に基づい
て光学データを収集するよう検出器１４に命令する。コントローラ１２は、センサ１０か
らデータを受信して、コンベア上の汚れの量及び（または）組成に関する光学データを収
集することが望ましい位置まで回転したまたは望ましい距離を回転したと判断できる。例
えば、コントローラ１２は、検出器に対して特定の位置までコンベアが回転したという判
断に基づいて、光学データを収集するよう検出器１４に命令できる。別の例において、コ
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ントローラ１２は、設定された時間量が経過したことを示すデータをセンサ１０から受信
し、設定された時間量が経過したときデータを収集するよう検出器１４に命令できる。
【００１３】
　検出器１４は、いくつかの例において、コンベアの特定の部分に関する赤、緑、青の相
対的量に関する光学データを収集する赤／緑／青（ＲＧＢ）検出器である。このデータは
、コンベア上の汚れの量及び（または）組成を表すことができる。他の例において、検出
器１４を、最小（例えば黒）と最大（例えば、白）との間の所定の範囲内で表されるコン
ベアの特定の部分の光強度に関する光学データを収集するグレースケールセンサとするこ
とができる。例えば、グレースケールは、４ビットグレースケールの場合０＝黒から２５
６＝白までの範囲である。グレースケールの示度は、コンベア上の汚れの量及び（または
）組成を表すことができる。他の例において、検出器１４は、コンベアの特定の部分の画
像の形式で光学データを捕捉するカメラである。
【００１４】
　どの特定のタイプの検出器１４を採用するかに関係なく、コントローラ１２は、検出器
１４から光学データを受信して、光学データの分析に基づいてコンベアが清掃を必要とす
るか否かを判断する。コントローラ１２は、検出器１４から受信した光学データを基準デ
ータ１８と比較できる。基準データ１８は、例えば、コンベアが「きれい」だった時点で
取得した光学データを含むことができる。より明確には、コントローラ１２は、光学デー
タから光学パラメータに関する基準値（metric）を生成して、これを基準データ１８から
得られる対応する基準値と比較できる。基準値同士の間の差が閾値を満たす場合、コント
ローラ１２は、コンベアが清掃を必要とすると判断できる。
【００１５】
　いくつかの例において、コントローラ１２は、光学データの中の異常を排除するために
コンベアの複数の部分から収集された光学データから平均値を判断し、平均値を用いて、
コンベアが清掃を必要とするか否かを判断できる。例えば、コントローラ１２は、選択さ
れた周期で及び（または）設定された時間量の間に、コンベア上の汚れの量を表す複数の
光学データサンプルを捕捉するよう検出器１４に命令できる。コントローラ１２は、検出
データ２０として複数の光学データサンプルを記憶できる。特定の数のサンプルが収集さ
れ、かつ（または）設定された時間量が経過したら、コントローラ１２は検出データ２０
にアクセスして、各サンプルから光学データについて１つまたはそれ以上の基準値を生成
できる。コントローラ１２は、特定の数のサンプルから基準値の平均値を判断し、平均値
を基準データ１８と比較することによって平均値に基づきコンベアが清掃を必要とするか
否かを判断できる。別の例において、コントローラ１２は、光学データサンプルの最大値
、最小値、平均値及び（または）値の範囲を判断して、これらの値を様々に使用して、コ
ンベア上の汚れの量を数量化できる。本明細書においては光学的検出を用いたコンベア上
の汚れの量を数量化する特定の例を説明するが、本発明はこの点に関して限定されず、光
学データサンプルを収集し数量化するための多数のやり方が技術上知られていることが、
当業者には容易に分かるだろう。
【００１６】
　コンベアが清掃を必要とするとコントローラ１２が判断した場合、コントローラ１２は
、清掃システム２２を起動して、自動的に清掃サイクルを開始できる。清掃システム２２
は、潤滑装置またはコンベアを効果的に清掃できるその他の装置を備えることができる。
清掃システム２２は完全にまたは部分的に自動的にすることができる。
【００１７】
　その代わりにまたはそれに加えて、コントローラ１２は、電子通信を発して、コンベア
が清掃を必要とすることを使用者に警告できる（または、清掃サイクルが自動的に開始さ
れたことを使用者に警告できる）。例えば、コントローラ１２は、ユーザーインターフェ
イス２４に局部的な視覚的または聴覚的警告を発するか、またはｅメール、音声メール、
テキストメッセージ、呼び出しなどを介してネットワークコンピュータ、携帯電話、携帯
情報端末、ポケットベルまたはその他の通信装置などの遠隔配置の外部装置へ送られる電
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子通信を発することができる。
【００１８】
　図２は、コンベアシステム２６の例及び保守システム８の例（図１）を示す概略図であ
る。この例において、コンベアシステム２６は、コンベア２８と、駆動軸３０とを含む。
駆動軸３０は、コンベア２８内部に配置され、コンベア２８を回転させる。しかし、他の
形式のコンベアシステムを使用できること、及び本発明はこの点に関して限定されないこ
とが分かるはずである。
【００１９】
　いくつかの例において、センサ１０は、検出器１４がコンベア上の汚れの量を表す光学
データを捕捉するのに適切な位置にコンベアがあるか否かを表すデータを捕捉する。この
場合、センサ１０は、コンベアシステム２６に対して、現在のコンベア位置に関するデー
タを検出できるような位置に定められる。コントローラ１２は、コンベア自体に関して捕
捉されたセンサデータから現在のコンベア位置を判断できる。または、コントローラ１２
は、駆動軸３０などコンベアシステムの１つまたはそれ以上の部分に関して捕捉されたセ
ンサデータから現在のコンベア位置を推測できる。センサ１０からのデータが、コンベア
が適切な位置にあることを示す場合、コントローラ１２は、コンベア上の汚れの量を表す
光学データを捕捉するよう、検出器１４に命令できる。
【００２０】
　センサ１０がコンベア位置を表すデータを捕捉する例において、センサ１０として、誘
電性センサ、容量性センサ、光学遮断器などの光センサ（コンベア２８によって光線が遮
断または検出されたとき検出する）、マーカーまたはコンベア２８の物理的特性を検出す
る光センサ、コンベア２８のある部分またはコンベア２８に配置されたまたは接続された
マーカーとの物理的接触によって誘発される物理的センサ、またはコンベアの位置を検出
できる他のセンサが考えられる。
【００２１】
　センサ１０が誘電性、容量性または磁気センサである場合、駆動軸３０の特定の部分に
、センサ１０によって生成される電磁場または静電場を変化させる物体３２を備えること
ができる。これによって、センサ１０は、物体３２を備える駆動軸３０の特定の部分がセ
ンサ１０に近接した位置まで回転したとき場の変化を感知できる。場の変化は、コンベア
２８が特定の量を回転したことを表すことができ、コントローラ１２は、コンベア２８が
特定の量を回転したときに、コンベア上の汚れの量を表す光学データを収集するよう検出
器１４に命令できる。いくつかの例において、駆動軸３０の複数の部分が物体３２を備え
ることができ、コントローラ１２は、駆動軸３０の１回転に複数回、光学データを収集す
るよう検出器１４に命令できる。
【００２２】
　他の例において、コンベア位置を感知するのではなくまたはそれに加えて、センサ１０
は、時計またはタイマーなど計時装置である。
【００２３】
　コントローラ１２は、センサ１０によって収集されたデータを受信し、これを分析して
、検出器１４がコンベア上の汚れの量を表す光学データ収集するのに適切な位置にコンベ
アがあるか否かを判断する。例えば、コントローラ１２は、物体３２がセンサ１０に近接
する位置まで回転したことを示すデータをセンサ１０から受信できる。他の例において、
コントローラ１２は、コンベアが適切な位置にあることを示すデータをセンサ１０から受
信できる。コントローラ１２は、その後、コンベア２８の特定の部分、例えばリンク同士
の間の開口が検出器１４に近接する位置まで回転したことにより、コンベア２８から光学
データを収集するよう検出器１４に命令できる。他の例において、コレクタ１２は、特定
の時間量を経過したことにより、コンベア２８から光学データを収集するよう検出器１４
に命令できる。
【００２４】
　図２に示すように、検出器１４はセンサ１０の下方に配置される。ただし、他の例にお
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いて、検出器１４は、センサ１０の上方、センサ１０とは反対のコンベアシステム２６の
側、または検出器１４がコンベア２８から光学データを収集できるようにする任意の位置
に配置できる。他の例において、検出器１４及びセンサ１０を同一のハウジング内に収容
できる。
【００２５】
　図１に関連して論じたように、いくつかの例において、検出器１４は、ＲＧＢ検出器を
備えることができる。ＲＧＢ検出器は、赤、緑及び青フィルタに結合されたフォトダイオ
ードすなわち光を電流または電圧に変換する回路要素を備える。赤、緑及び青フィルタは
、フォトダイオードが、特定のデータサンプル内例えばコンベア２８の特定の部分内にお
ける赤、緑及び青の量及び分布に基づいてデータを生成できるようにする。コンベア２８
の特定の部分における赤、緑及び青の量及び分布は、コンベア２８上の汚れの量を表すこ
とができる。例えば、コンベア２８の特定の部分内における赤、緑及び（または）青の量
の増大は、コンベア２８上の汚れの量の増大を表すことができる。特定の閾値を上回る増
大は、コンベア２８が清掃を必要とすることを表すことができる。
【００２６】
　ＲＧＢ検出器１４は、コンベア２８の特定の部分例えばコンベア２８の２つのリンクの
間から、コンベアの特定の部分の赤、緑及び青色の組成に関する光学データを収集し、光
学データをコントローラ１２と互換性のある形式（例えば、コントローラ１２が電気入力
を要求する場合には電流または電圧）に変換する。コントローラ１２は、光学データを受
信し、比較のために基準データ１８にアクセスできる。基準データ１８は、コンベア２８
がきれいであると（主観的にまたは客観的に）判断されたときにＲＧＢ検出器１４によっ
て収集されたデータを含むことができる。コントローラ１２は、収集データと基準データ
１８との比較に基づく基準値（例えば、基準データ１８と比較した場合のコンベア２８の
特定の部分において検出された赤、緑及び（または）青の量の増大率）を判断できる。基
準値が特定の閾値例えば赤、緑及び（または）青の量の５０パーセントの増大を超えると
、コントローラ１２は、コンベア２８が清掃を必要とすると判断できる。
【００２７】
　他の例において、コントローラ１２は、複数のデータ収集イベントに関してＲＧＢ検出
器１４からデータセットを受信し、データセットを検出データ２０の中に記憶する。複数
のデータセットの各々を記憶した後、コントローラ１２は、データ収集カウンタを増加で
きる。データ収集カウンタが特定の閾値、例えば４データ収集事象（または他の設定され
た回数）に達したとき、コントローラ１２は、検出データ２０のデータにアクセスし、各
データセットについて基準値を判断できる。コントローラ１２は、その後、基準値の平均
値を判断し、平均値を、基準データ１８の中に記憶されたデータと比較して、基準値が特
定の閾値を上回ってコンベア２８が清掃を必要とするか否かを判断できる。コントローラ
１２は、それに加えてまたはその代わりに、技術上既知の他の方法で、光学データを分析
して、コンベアが清掃を必要とするか否かを判断できる。
【００２８】
　他の例において、検出器１４は、特定サンプル内例えばコンベア２８の特定の部分内の
光強度の分布に基づくデータを収集するグレースケール検出器（例えば、フォトダイオー
ドまたはその他の光学的検出器）を備えることができる。ＲＢＧ検出器１４と同様、グレ
ースケール検出器１４は、コンベア２８の上の汚れの量を表すデータを生成できる。コン
トローラ１２は、基準データ１８の中に含まれるグレースケールデータをグレースケール
検出器１４から受信したデータと比較することによって、コンベア２８が清掃を必要とす
るか否かを判断できる。
【００２９】
　他の例において、検出器１４は、コンベア２８の特定の部分の画像を撮るカメラなど画
像捕捉装置を備えることができる。コントローラ１２は、検出器１４から画像を受信し、
画像を基準データ１８に記憶された基準画像と比較できる。例えば、コントローラ１２は
、各ピクセルの色組成及び（または）強度を表す画像の各ピクセルの基準値を判断できる
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。コントローラ１２は、基準画像の各ピルセルの対応する基準値を判断し、画像の各ピク
セルからの基準値を基準画像の各ピクセルの基準値と比較して、コンベア２８の特定の部
分が色または強度の増大を示すか否かを判断できる。色または強度の増大は、コンベア２
８上の汚れの量の増大を表すことができる。コントローラ１２は、画像と基準画像との比
較に基づいてコンベア２８が清掃を必要とするか否かを判断できる。
【００３０】
　コンベア２８が清掃を必要とするとコントローラ１２が判断する場合、コントローラ１
２は、使用者例えばオペレータ、工場長、保守職員に警告を発することができる。使用者
は、警告に反応して、コンベア２８の清掃を開始できる。その代わりにまたはそれに加え
て、コントローラ１２は、コンベア２８が清掃を必要とするとコントローラ１２が判断す
る場合、清掃システム２２を自動的に起動できる。清掃システム２２は、いくつかの例に
おいて、コンベアシステム２６の１つまたはそれ以上の部品に湿式または乾式潤滑を与え
て、部品間の摩擦を軽減し、コンベア上の汚れの量を減少しかつ（または）コンベアシス
テム２６の効率を上げる潤滑装置である。
【００３１】
　図３は、コンベア２８（図２）が清掃を必要とする時期をコントローラ１２が判断する
プロセスの例を示す流れ図である。コントローラ１２は、センサ１０によって収集された
データを受信する（３４）。例えば、コントローラ１２は、コンベア２８の現在位置に関
するデータを受信できる。このデータから、コントローラ１２は、コンベアがコンベア上
の汚れの量を表す光学データを捕捉するのに適切な位置にあるか否かを判断できる。コン
トローラ１２は、その代わりにまたはそれに加えて、設定された時間量を経過したことを
示すデータをセンサ１０から受信できる。コントローラ１２は、センサ１０から受信した
データに基づいて光学データを収集するよう検出器１４に命令するべきか否かを判断する
（３６）。コントローラ１２が、光学データを捕捉するのに適切な時点であると判断する
場合、コントローラ１２は、コンベア２８から光学データを収集するよう検出器１４に命
令する（３８）。検出器１４はこの時点で光学データを収集すべきでないとコントローラ
１２が判断する場合、コントローラ１２は、引き続き、センサ１０を監視し、センサ１０
からのデータを受信する（３４）。
【００３２】
　コントローラ１２は、検出器１４によって収集された光学データを受信する（４０）。
コントローラ１２は、光学データを基準データ１８と比較できる（４２）。基準データは
、コンベア２８がきれいであると判断されたときに収集されたデータを含むことができる
。コントローラ１２は、検出器１４によって収集された光学データと基準データ１８との
比較に基づいて基準値を判断する（４４）。コントローラ１２は、基準値を特定の閾値と
比較して、基準値が特定の閾値を上回るか否かを判断する（４６）。基準値が特定の閾値
を上回らないとコントローラ１２が判断した場合、コントローラ１２は、コンベアが清掃
の必要がないと判断し、引き続き、センサ１０を監視して、センサからデータを受信する
（３４）。コンベアが清掃を必要とするとコントローラ１２が判断した場合、コントロー
ラ１２は、清掃システムを起動してコンベア２８を清掃すること、及び（または）コンベ
ア２８が清掃を必要とすることを表す警告を使用者に発することができる（５０）。
【００３３】
　他の例において、コントローラ１２は、検出器１４によって収集された光学データを受
信し、検出データモジュール２０にデータを記憶して、検出データモジュール２０の光学
データの記憶に基づいてデータ収集カウンタを増加させる。コントローラ１２は、データ
収集カウンタを監視して、データ収集カウンタが特定の閾値を上回ったか否かを判断する
。例えば、充分なデータセットが記憶されたかまたは充分なデータが収集されたか否かを
判断する。データ収集カウンタが閾値を上回ったとコントローラ１２が判断した場合、コ
ントローラ１２は、記憶されたデータセットの各々について光学パラメータの基準値を判
断し、基準値の平均値を判断し、平均値を基準データ１８と比較して、平均値と基準デー
タ１８との間の差が特定の閾値、例えば６０％の強度の増大を上回るか否かを判断して、
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コンベア２０が清掃を必要とするか否かを判断できる。
【００３４】
　いくつかの例において、使用者または整備技師が閾値設定及び（または）「きれいな」
基準設定を調節して、保守システム８を様々なコンベアの応用及び環境に適合できる。
【００３５】
　図４Ａは、コンベア２８がコンベアシステム（図２）の一部品として回転するとき駆動
軸３０に直接当接するコンベア２８の内面の一部を示す概略図である。図４Ａは、コンベ
ア２８の３つのリンク５２の内面を示し、各々、内側エリア５４と外側エリア５６とを備
える。内側エリア５４及び（または）外側エリア５６の表面の汚れの量は、コンベア２８
の内面のほとんどまたは全ての部分における汚れの量を表すことができる。従って、いく
つかの例において、検出器１４は、コンベア２８が清掃を必要とするか否かを判断するた
めに、内側エリア５４及び（または）外側エリア５６から光学データを収集するように配
置される。
【００３６】
　いくつかの例において、検出器１４は、コンベア２８の内面に近接して配置され、内側
エリア及び（または）外側エリア５６から光学データを収集できる。検出器１４がコンベ
ア２８の内面に近接して配置される例において、検出器１４によって収集されたデータが
検出器１４の表面に蓄積するほこりまたはゴミの影響を受けないようにするために、検出
器１４は、清掃器具または装置を備えることができる。その代わりにまたはそれに加えて
、使用者が、定期的に検出器１４を清掃できる。
【００３７】
　図４Ｂは、コンベアシステム２６によって輸送される積荷に直接当接しかつ駆動軸３０
には直接当接しない、コンベア２８の外面の一部を示す概略図である。図４Ｂはコンベア
２８のリンク５２の外面を示す。リンク５２同士の間の開口５８は、リンク５２が駆動軸
３０の周りを回転しているときに現れる。
【００３８】
　いくつかの例において、センサ１０は開口５８を感知でき、コントローラ１２は、開口
５８の感知に基づいて、コンベア２８が特定の位置まで回転したことまたは特定の距離を
回転したと、例えば丸１回転したと判断できる。例えば、コンベア２８が特定の数の開口
、例えば１００個の開口を備える場合、コントローラ１２は、センサ１０が特定の数の開
口（この例においては１００個の開口）を感知したという判断に基づいて、コンベア２８
が丸１回転したと判断できる。
【００３９】
　いくつかの例において、センサ１０は、図２に関連して論じたように、誘電性または容
量性センサを備えることができる。他の例において、センサ１０は、例えば、オプトイン
タラクタなど、コンベア２８のある部分の反射率を感知する光センサを備えることができ
る。コントローラ１２は、コンベア２８のその部分の反射率の変化がコンベア２８の移動
または回転を表すと判断できる。例えば、開口５８はリンク５２の外面と異なる反射率を
持つことができるので、センサ１０は、コンベア２８の外面の外縁、例えば外縁６０の反
射率を感知するように配置できる。コントローラ１２は、外縁がセンサ１０を通過して回
転するときコンベア２８の外面の外縁の反射率の変化に基づいて開口５８が特定の回数セ
ンサ１０を通過して回転したと判断できる。従って、コントローラ１２は、コンベア２８
が特定の位置まで回転したまたは特定の距離を回転したと判断できる。その代わりにまた
はそれに加えて、センサ１０は、駆動軸３０のある部分の反射率を感知して、コンベア２
８が特定の位置まで回転したかまたは特定の距離を回転したか否かを判断できる。
【００４０】
　その代わりにまたはそれに加えて、作動時に回転または移動するコンベアシステム２６
の一部、例えば駆動軸３０またはリンク５２の一部に反射性物質またはその他の可視マー
カーを適用できる。センサ１０は、反射性物質またはその他の可視マーカーの存在を感知
するように配置できる。コントローラ１２は、反射物質またはその他の可視マーカーの感
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断できる。
【００４１】
　または、センサ１０は、リンク５２の間の開口５８の存在を検出でき、この検出は、コ
ンベア上の汚れの量を表す光学データの捕捉を誘発できる。図４Ａ及び４Ｂに示すリンク
装置などいくつかのコンベアシステムにおいて、汚れは、開口においてリンクの縁に集ま
る傾向がある。開口５８は、コンベア２８の外面または内面よりも早く汚れを蓄積する可
能性があるので、開口５８に関して捕捉された光学データは、コンベア２８が清掃を必要
とする時期をより正確に表すことができる。従って、いくつかの例において、コンベア上
の汚れの量を表す光学データは、コンベアが駆動軸の周りを回転するとき、リンク同士の
間の開口が比較的大きく露出されるときに関して捕捉できる。コントローラ１２は、開口
５８から検出器１４が収集した光学データを、開口５８がきれいであると判断されたとき
、収集され記憶された基準データ１８と比較できる。その代わりにまたはそれに加えて、
検出器１４は、光学データを基準データ１８と比較する代わりに、開口５８から収集され
た光学データをコンベア２８の外面または内面から収集された光学データと比較して、コ
ンベア２８が清掃を必要とするか否かを判断できる。
【００４２】
　その代わりにまたはそれに加えて、コンベアの位置を感知する代わりに、センサ１０は
、時計またはタイマーなど計時装置を備えることができる。コントローラ１２は、時間経
過に関するデータをセンサ１０から受信できる。コントローラ１２はその後、特定の時間
量、例えば１分が経過したことを判断でき、それにより検出器１４がコンベア２８から光
学データを収集できると判断できる。
【００４３】
　本発明の様々な例について説明した。これらの例及び他の例は、以下の特許請求の範囲
に属する。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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